
 
 

熊本県公立高校入試徹底分析【理科】 
 
【形式・難易度】 

試験時間 50分 配点 50点 

問題構成 
大問４題。生物・地学・化学・物理の分野ごとに小問各２題 

生物で計13点，地学で12点，化学で13点，物理で12点 

各問いが１点または２点配点で，横一列組んで正解という例年通りの出題であった。 
 

 令和８年度(2026)  令和７年度(2025)  令和６年度(2024)  令和５年度(2023)  令和４年度(2022)  

問題量（A４で） 10ページ分 10ページ分 10ページ分 10ページ分 10ページ分 

小問数 33問 32問 34問 31問 33問 

論述問題の数 ４問 ５問 ５問 ５問 ７問 

論述問題配点 ８点 ８点 ７点 10点 13点 

受験者平均点 26.3点 24.4点 18.3点 19.7点 23.5点 
　　　　　　　　　 
【出題の傾向と対策】 
① 「組んで（セットで正解）」の形式の設問が非常に多いため，まずは知識事項を確実におさえておく。 
　R８年度は，33問の設問のうち，18問（27点分）がこの形式である。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
②　知識で解くのではなく，与えられた情報を総合的に関連させ，解答する必要がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

③　問題文に書かれている内容をじっくり読み，複数の​数字／ヒントをしっかり確認し，正しい手順で解答

までたどり着く忍耐力・思考力・計算力が必要。 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④　 正誤問題に関しても，問題の条件に合うものを慎重に選択することが求められる。 

 


